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令和 7 年度文化庁委託事業  
「劇場・音楽堂等への芸術文化活動支援  支援員の派遣による支援」  

募集要項  
 

１  主  催  
文化庁・公益社団法人全国公立文化施設協会  

 
２  目  的  

劇場・音楽堂等において、実演芸術に関する活動や、劇場・音楽堂等の事業が自主
的・主体的に行われるよう、自主事業の企画・実施、施設の管理・運営等に関する指
導助言を行う専門家（以下、「支援員」という）を派遣し、施設個別の課題に対して助
言を行うことで、企画・運営力等の向上を図ることを目的とする。  

 
３  支援内容  
・支援内容（テーマ）は、下記「支援員の業務」（1）～（10）に該当するものとなり
ます。具体的内容は申込書（様式２）をご覧ください。  

 ・申込者毎に各施設等の課題に対し支援内容（テーマ）の項目を 1 つに絞りお申込み
ください。組織内で充分に協議し、優先度の高い支援内容を選定してください。  

  複数の支援内容（テーマ）を記載された場合、いずれも対象外となる可能性があり
ます。  

 
（1）運営方針等に関する指導助言  
（2）年間事業計画に関する指導助言  
（3）個別の自主企画事業の企画制作に関する指導助言  
（4）中期計画（3 か年程度）の企画立案に関する指導助言  
（5）劇場・音楽堂等が行う芸術文化活動（創作活動）の企画制作に関する指導助言  
（6）施設の管理・運営に関する指導助言  
（7）施設の修繕・改修計画（個別施設計画等）の企画立案に関する指導助言  
（8）劇場・音楽堂等の新設に関する指導助言 (基本構想立案段階でも可 ) 
（9）共生社会の実現に資す取組等に関する指導助言  
（10）その他劇場・音楽堂等の活性化につながる指導助言  
 
４  派遣する支援員  
・劇場・音楽堂等の活動の活性化に資する文化政策、舞台芸術、管理運営、事業企  
画、舞台技術、施設改修等の分野に関する有識者又は専門家を派遣します。  

・原則として、申込者毎に１名の派遣とします。様式 1「希望支援員氏名」欄には 1
名のみ記載してください。審査会で支援内容により複数の支援員の派遣が望ましい
と判断された場合は、複数の支援員を派遣いたします。  

・同じ支援員は、同じ施設等に連続して２年まで派遣が可能です。  
令和 5 年度、令和 6 年度に連続して派遣した支援員は今年度派遣ができません。  
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５  派遣対象  
１施設単位を対象に派遣をします。  
※「（7）施設の修繕・改修計画（個別施設計画等）の企画立案に関する指導助言」  
に関する支援において、統廃合が検討される場合、また自治体保有の複数施設の  
一体的な検討事案については複数対象を認めます。  

  
６  派遣回数、時間  
 年間最大３回までとし、１回の支援時間は概ね 4 時間程度とします。  
 
７  実施規模  
延 70 回程度  

 
８  実施期間  
令和 7 年 6 月 1 日（日）～令和 8 年 1 月 15 日（木）  

   
９  申込者  
施設等の設置者、運営者（指定管理者等）  
令和 4 年度から令和 6 年度まで３年連続し当事業で支援員の派遣を行った施設等  
（申込団体が設置者、管理者の双方を含む）は今年度の支援の対象となりません。  
※ただし「（7）施設の修繕・改修計画（個別施設計画等）の企画立案に関する指導助言」
に関する支援は、施設の安全面等の喫緊性を考慮し例外とする場合がありますので、  
申込期間内に事務局までご相談下さい。  

 
10 申込期間  
  令和 7 年 4 月 15 日（火）～令和 7 年 5 月 7 日（水）  
 
11 申込方法  
（1）申込書（様式１､２）を全国公文協ホームページよりダウンロードしてください。  
（2）申込書（様式１､２）に内容を記入し、メール（pdf ファイル）でお送りください。  

メールで申込みができない場合は、４ページ記載の申込先・問合せ先までご連絡
ください。  

※  申込後、担当者より希望内容について確認のご連絡をする場合があります。  
 
12 審査会  
・学識経験者等による審査会を開催し派遣先、支援内容、実施回数等を決定します。  
・審査会での審査により、ご希望頂いた回数の派遣や派遣そのものができない場合が
あります。  
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13 申込から実施までの流れ  
 

・申込期間 令和 7 年 4 月 15 日（火）～令和 7 年 5 月 7 日（水）  

 ※ホームページより申込書（様式１､２）をダウンロードし、
メール (pdf ファイル )でお送りください。  

・審 査 会 令和 7 年 5 月中旬（予定）  

  

・審査結果通知  令和 7 年 5 月下旬（予定）  

 ※メールにより、支援員名、実施回数、実施内容等を通知し
ます。  

・支援員との日程調
整、打合せ等  

決定通知が届き次第、支援員に連絡の上、日程、支援内容の詳
細等を調整してください。  

 ※原則申込者が支援員へ直接連絡し、日程等調整をして頂き
ます。  

・事業計画書提出  事業実施 1 か月前を目途にご提出ください。  
（pdf ファイル）  

・支援事業実施  令和 7 年 6 月 1 日（日）～令和 7 年 1 月 15 日（木）  

①支援実施届提出  ・各支援実施 2 週間前迄に、ご提出ください。（pdf ファイル） 

②報告書提出  ・支援員事業終了後  2 週間以内に、ご提出ください。  
 
 
14 支援員の希望について  
（1）特定の支援員の派遣希望がある場合  
・特定の支援員を希望する場合は、申込書に氏名をご記入ください。  
（連絡済でも、調整により必ずしも派遣できるわけではありません。ご了承ください） 
・公文協「専門人材情報」に記載をされていない方も、支援員として派遣可能です。 

（2) 特定の支援員の派遣希望がない場合  
・公文協ホームページ内「専門人材情報」をご活用ください。  
  専門人材情報  https://www.zenkoubun.jp/jinzai/index.html 
・特定の支援員のご希望がない場合は、申込書、希望支援員氏名欄に「マッチング希
望」と記入してください。審査会にて希望分野の支援員を申込者に提案します。  
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15 支援の対象とならない事例  
 (1) 施設等の従事者ではなく、一般向けに行う研修・講演・シンポジウム・ワークショ    

ップの講師を依頼すること。  
(2) 公演の練習等で実技指導に従事させること。  
(3) 既に実施又は決定している施設等の事業への従事者・アドバイザー・実行委員会委

員等に支援員を充てること。  
(4) 施設等の自主企画事業・公演等の企画運営に関わる製作関係者等を支援員に希望す

ること。  
(5) 令和 4 年度から令和 6 年度まで３年連続し当事業で支援員の派遣を行った施設等

（申込団体が設置者、管理者の双方を含む）。  
※「（7）施設の修繕・改修計画（個別施設計画等）の企画立案に関する指導助言」に
関する支援は、施設の安全面等の喫緊性を考慮し例外とする場合がある。  

(6) 実施期間中に、上記 (1)～ (5) に該当することが判明した場合、実施の継続が難しい
と判断された場合は派遣を中止することがあります。  

 
16 謝金等  
謝金及び旅費については、全国公文協が規程により直接支援員に対し支払います。  
原則、申込者の立替等はありません。  
ただし、規定以外の現地交通費、連絡費その他の経費が必要になった場合は、申込者に  
負担していただく場合があります。  

 
＊旅費等の規定については、下記の通りです。（別途、支援員に決定後ご案内します）  

・交通費は、全国公立文化施設協会の規定により合理的、経済的経路により算出します。  

（実費と異なる場合があります）  

・現地交通費は、出発地（自宅又は勤務先）と支援施設の一往復のみとします。  

・宿泊を伴い、連続した日で支援場合、宿泊先と施設間の移動に係る費用は支給しません  

（宿泊先、施設間の移動は日当で賄っていただきます）  

・支援日前後に支援員が他の用務（私用を含む）の移動を伴う場合は、他の用務に係る前後  

の交通費は支給しません。  
 
17 実施における留意点  
実施日において、支援の様子を音声・動画等（SNS 等含む）で記録する場合、必ず支
援員の了承を得るようにしてください。また、あくまで内部記録としてください。  
その他の留意点については、派遣決定後、別途ご案内致します。  

 
18 申込先・問合せ先  
  公益社団法人全国公立文化施設協会  

〒104-0061 東京都中央区銀座 2-10-18 東京都中小企業会館 4 階  
電話  03-5565-3030 FAX 03-5565-3050 
E-MAIL culture@zenkoubun.jp 

    担当：岸・山本・菅生・嘉山  


